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６
月
１
８
日
（
土
）
、
明
石

社
会
保
障
推
進
協
議
会
が
第
１

９
回
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
こ
の
間
の
情
勢

や
明
石
社
保
協
の
取
り
組
み
の

報
告
を
行
い
、
総
会
議
案
を
議

決
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
神
戸
合
同

法
律
事
務
所
の
吉
田
維
一
弁
護

士
が
「
な
ぜ
今
、
日
本
の
あ
ら

ゆ
る
世
代
で
貧
困
が
ひ
ろ
が
っ

て
い
る
の
か
？
～
安
倍
政
権
下

で
進
む
社
会
保
障
の
後
退
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
っ
た
。

吉
田
弁
護
士
は
、
政
府
が
進

め
る
、
医
療
・
介
護
・
年
金
・

生
活
保
護
・
保
育
を
は
じ
め
と

す
る
社
会
保
障
改
悪
の
中
で
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
で
国
民
の
負
担

が
さ
ら
に
強
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
こ
と
を
報
告
し
た
。
最
初
に

削
減
の
対
象
と
し
て
狙
わ
れ
た

の
は
生
活
保
護
で
あ
り
、
そ
れ

ま
た
特
に
今
、
景
気
が
停
滞

し
自
己
責
任
が
求
め
ら
れ
る
風

潮
の
中
で
、
働
け
な
い
人
の
権

利
を
ど
こ
ま
で
保
障
で
き
る
か
、

社
会
の
力
量
が
問
わ
れ
て
い
る

と
し
た
。
社
会
保
障
の
充
実
で

暮
ら
し
を
支
え
、
社
会
を
安
定

さ
せ
る
こ
と
は
、
経
済
成
長
に

も
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
説
明

し
た
。
社
会
保
障
削
減
と
消
費

税
増
税
を
天
秤
に
か
け
る
の
で

は
な
く
、
貧
困
の
解
決
に
踏
み

出
す
こ
と
を
訴
え
た
。

最
後
に
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が

つ
な
が
れ
る
よ
う
な
、
公
平
な

社
会
保
障
の
枠
組
み
を
実
現
す

る
た
め
に
も
、
社
保
協
の
役
割

が
重
要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

明
石
社
保
協
が
第
１
９
回
総
会
を
開
催

ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増
署
名

引
き
続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い

協
会
で
は
3
月
よ
り
「
さ
ら

な
る
患
者
負
担
増
計
画
の
中
止

を
求
め
る
」
署
名
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
3
万
筆
を
目
標
に
、

多
く
の
会
員
・
関
係
者
の
皆
様

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。明

石
支
部
で
は
６
月
１
５
日
、

明
石
駅
前
で
の
署
名
宣
伝
行
動

を
行
い
ま
し
た
。
署
名
を
１
時

間
集
め
、
１
６
筆
が
集
ま
り
ま

し
た
。

明
石
支
部
で
の
署
名
は
６
９

５
筆
集
ま
り
、
兵
庫
県
下
で
の

署
名
総
数
は
遂
に
１
４
０
０
０

筆
を
突
破
し
ま
し
た
。
秋
の
臨

時
国
会
に
向
け
て
、
引
き
続
き

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
追
加

の
ご
注
文
は
、
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ま
で

公平な社会保障の実現を訴える吉田維一弁護士

を
皮
切
り
に
、
社
会
保
障
の
基

底
が
破
壊
さ
れ
た
と
説
明
し
た
。

若
者
の
貧
困
に
つ
い
て
は
、

奨
学
金
制
度
に
触
れ
、
奨
学
金

が
貸
与
型
し
か
な
い
た
め
に
学

生
は
ア
ル
バ
イ
ト
に
従
事
せ
ざ

る
を
得
ず
、
た
と
え
ブ
ラ
ッ
ク

バ
イ
ト
で
も
抜
け
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
点
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

に
就
職
し
て
し
ま
っ
た
と
し
て

も
我
慢
せ
ざ
る
を
得
な
い
点
を

指
摘
し
た
。

社
会
保
障
の
充
実
こ
そ

経
済
成
長
の
道

一.受診するたびに100～500円を窓口負担に上乗せしないこと

一.75歳以上の窓口負担を2倍にしないこと

一.70歳以上の患者負担限度額を引き上げないこと

一.湿布薬、うがい薬、痛み止め、漢方薬などを

公的保険から外さないこと

さらなる患者負担増計画の中止を求める署名

請 願 事 項
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2
0
1
6
年
4
月
1
日
か
ら
実

施
さ
れ
た
診
療
報
酬
改
定
に
つ

い
て
、
数
回
に
渡
っ
て
改
定
内

容
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
く
。

第
三
回
目
と
な
る
今
号
で
は
、

「
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料

（
在
医
総
管
）
」
と
「
在
宅
患

者
訪
問
診
療
料
（
施
設
総
管
）
」

の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。

（
１
）
レ
セ
プ
ト
記
載

の
変
更
点

在
医
総
管
を
算
定
す
る
際
の

レ
セ
プ
ト
記
載
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た
。

①
単
一
建
物
診
療
患
者
が
２
人

以
上
の
場
合
、
「
摘
要
」
欄
に

そ
の
人
数
を
記
載
す
る
。

②
在
医
総
管
に
つ
い
て
、
建
物

の
個
数
の
１
０
％
以
下
又
は
２

０
個
未
満
で
在
医
総
管
を
行
う

患
者
が
２
人
以
下
の
場
合
で
、

「
１
人
の
場
合
」
で
算
定
す
る

と
き
、
「
摘
要
」
欄
に
そ
の
旨

記
載
す
る
。

③
ユ
ニ
ッ
ト
数
が
３
以
下
の
認

知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
そ
れ

ぞ
れ
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
い
て
施

設
総
管
を
算
定
す
る
人
数
を
単

一
建
物
診
療
患
者
の
人
数
を
単

一
建
物
の
人
数
と
見
な
す
場
合
、

「
摘
要
」
欄
に
そ
の
旨
記
載
す

る
。

（
２
）
よ
く
あ
る
ご
質
問

Ｑ.

月
２
回
の
訪
問
診
療
を
計
画

し
て
い
た
が
、
１
回
め
の
訪
問

診
療
後
患
者
が
入
院
し
て
し
ま

い
、
結
果
的
に
月
１
回
し
か
訪

問
診
療
が
実
施
で
き
な
か
っ
た

2
0
1
6
年
度
診
療
報
酬
改
定

解
説
③

医科

場
合
に
、
「
月
１
回
の
訪
問
診

療
を
行
っ
て
い
る
場
合
」
の
点

数
を
算
定
で
き
る
か
。

Ａ.

「
月
１
回
の
訪
問
診
療
を
行
っ

て
い
る
場
合
」
で
算
定
で
き
る
。

Ｑ.

同
一
世
帯
の
夫
婦
な
ど
、
同

一
患
家
の
場
合
は
ど
の
よ
う
に

算
定
す
る
か
。

Ａ.

同
一
患
家
に
お
い
て
複
数
の

患
者
に
在
医
総
管
を
算
定
し
た

場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
単
一
建
物
診

療
患
者
が
「
１
人
の
場
合
」
を

算
定
す
る
。

詳
し
い
改
定
の
内
容
は
2
0

1
6
年
版
の
「
保
険
診
療
便
覧
」

や
「
新
点
数
運
用
Ｑ
＆
Ａ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
冊
子
の
注
文

は
以
下
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

T
E
L

078-

393-

1
8
0
3


